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 桜の花が皆さんの

頑張りを祝福してく

れています。 

ひとこと： 

 卒業後、進路関

係で相談がある

場合、担任の先生

に相談してくださ

い。先生が転勤な

さっている場合、

柏中の事務室を

通して教頭先生に

相談してください。 

進路指導担当 

裏につづきます。 

  進路便り 

「自分の道を、自分の力で切り拓く」をテーマ

に取り組んだ２０２１－２０２２。 

 ここまでの進路学習を通し

て、皆さんの取り組みを振り

返ると、「みんなよく頑張った

なあ。」と感じることがたくさ

んあります。学校で行った

「進路学習のまとめ」のプリ

ントにはそれが表れていまし

た。進路を通して「生きる力」

を身につけてほしいと願って

いました。 

 きっと苦しいことや、面倒な

こと、逃げ出したいことなども

あったと思います。しかし、誰

一人逃げ出すことなく向き

合ってくれました。素晴らしい

と褒めてあげたいです。この

期間に一生役に立つ、大切

な力があなたに身につき、今

後のあなたの幸せにつな

がっていると信じています。

苦しさあっての喜びですね。 

生徒の声  

「進路学習を通して1年間で成長できたと思うこと」 

一つのことに対して、あきらめ

ずに取り組めるようになった。 

自分に必要なことを考えて計画を立てて、実行す

ることができるようになりました。 

努力をしたり、継続したりすることは大切だが、

それらを信じてあげないといけないと学んだ。 

人間関係が大事と思った。１５年間生きてき

て、一番思ったことがそれで、親だったり、

先生だったり、友達などの関係が無いと、

生きていけないと、自分は思った。人に頼る

ことは、人生で多くあることなので、頼れる

人がいないと大変なんだと思う。 一歩踏み出す力。 

努力するすばらしさ。 

人と話せるようになった。 

最後まで

あきらめ

ない気持

ち。 

強いメンタル 

礼儀を改めて知ることができ

感謝の気持

ち 

応援の心強さ。 

自分で自分の未来を決めることを初めてした。

私も自分の人生に責任をもつことができるほど

成長した。大きな一歩を進めた。良かった。 

勉強の辛さを再

確認しました。 

ゲームから少し離れることができた。 

大変なことも、いろいろな視点から考えることができるようになり、自分なりの答えを

見つけられるようになりました。また、自分の意見を言えるようになりました。 



お知らせ 

 今年進路開

拓にあたり、

新たな発見や

ちょっといい話

などありました

ら、進路担当

小原までいた

だければ幸い

です。 
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第4１号   「進路開拓は自分にとって何でしたか？」 

表からつづきます。 

 子供と一緒になって頑張った家族の皆さん。本当にありがとうございました。今年の

目標に準じて家族で向き合う時間をたくさんもっていただこうと進路計画をしてきまし

た。よって、家族でふれあう時間が例年より多かったと思います。話し合う時間。見つ

め合う時間。学校訪問に行く時間。願書点検をしたり、面接や作文の練習をしたりする

時間。子供達は家族の支えに心から感謝すると同時に、家族のありがたさを再確認した

のではないでしょうか。 

 生徒のまとめの中に次のようなものありました。「前までは自分の力でもできると

思っていたけど、進路のことを勉強し始めてからは、クラスの応援や家族・先生方の支

えが何よりも必要だと思うようになりました。」この生徒さんは大変成長したと同時

に、大きな宝物を手に入れたことでしょう。自分一人で生きているわけではなく、たく

さんの人たちの関わりや支えがあってこそ、自分の道も切り開くことができるんだとい

うこと。 ￥周りの人への感謝・ありがたみが感じられてこそ、逆に自立への道のりが

はじまると思っています。「自分一人で・・・」しか言わない人には弱さを感じます

が、「人への感謝を持って取り組みたい」と考える人には強さを感じます。また別の生

徒さんが、「・・自分の受験でもないのに、一緒になって喜んでくれる人がいるのって

いいなって思った。」という意見がありました。自分のことだけでなく、仲間を思う姿

に、美しさを感じる時があります。学校ではそんな場面をたくさんみることができまし

た。生徒達は、進路を通して心が洗われる場面が何度もあったのではないでしょうか。

この生徒とそのご家族や仲間にたくさんの幸せが訪れることを願ってやみません。 

 たくさんのご家族のご理解があってここまで進めてこれたと確信しております。本当

にありがとうございました。これからもご理解・ご協力よろしくお願いいたします。 

 一緒に頑張ってくれた家族・先生・仲間 

自分が持ってない力を手に入

れて、自分の強みになれた。 

自分歩の弱点を見つけることができ

ました。普段の生活では成長できな

いところが成長できる機会でした。 

自分のことをゆっくり考えさせてもらえるものだった。そ

して、たくさんの人が支えてくれていると言うことに気付

かせてもらえて、自分を成長させられるものだった。 

自分にとって、初めての大きな決断 

自分と向き合えた時

間。嬉しさと同じくらい

悔しさも感じられた。 

自分の知らない内面をしることができる大きな機

会。自分自身をかえさえせてくるもの。 

家族、先生、友達など、たくさんの人の

思いを感じさせるとともに、自分の可能

性を感じさせてくれたもの 

人生で一番しんどかった。 

自分を見直す機会 
最後まで物事をやりきること。

一生懸命物事に取り組むこと。 
新しい自分を

発見できた。 

受験の厳しさにふれ

られる大切の機会 
将来の夢を決め

ることができた 

自分の出せる力を知る。今の自

分の状態を知る。そのための通

過点。 


